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健保ニュース 
令和４年 ８月発行 

全１２ぺージ 

〒130-8644  東京都墨田区本所１－３－７  03（3621）6171 ライオン健康保険組合 

「 令和３年度決算、組合会で承認 」 
令和４年７月１５日に開催された第１６９回組合会において、令和３年度の事業報告及び収入支出決算報告

が審議・承認されました。健康保険事業を賄う、一般勘定は総収入が 30 億 6,426 万円、総支出が 25 億 9,392

万円となり、4 億 7,034 万円の黒字（繰入金なし）となりました。介護保険を賄う介護勘定は介護保険料率

を 20‰としたため、3,240 万円の黒字となりました。この結果令和 3 年度末の総財産は一般勘定 40 億 2,452

万円（法定準備金 5 億円、別途積立金 35 億円 2,452 万円、介護勘定残高は介護準備金として 16,929 万円と

なりました。一般勘定は、法定の準備金保有率 100％に対して、201.89％と潤沢に推移しております。 

 事 業 概 要  

１．医療保険制度等の全般状況 

全国の健保組合の財政は依然高齢者への拠出金による圧迫の影響で苦しい状況 
健保連の報告によると、令和4年度全国の健康保険組合の予算を集計した結果、経常収支差額は2,770億円

の大幅赤字の予定となり、赤字組合数は963組合で全組合の69.3％と7割近い状況となっている。新型コロ

ナウィルス感染症による、医療控えの影響で、令和3年度の8割近い赤字状況からは脱した感があるが、医

療控えも揺り戻しが起こっており、余談を許さない状況であることに変わりはない。 

これまで、支出に悪影響を及ぼしていた、後期高齢者支援金は前年比△1.0％、前期高齢者納付金は、前

年比△11.4％と、改善傾向で落ち着いた様であるが、健保の支出に占める、高齢者への拠出金の構成比が

40％以上の高比率となっている組合は、全体の71.4％と依然として健康保険組合の財政を圧迫している状

況である。 

保険料に目を向けてみると、全国の健康保険組合の保険料の平均は9.26％となっており、収支均衡とな

る9.85％に対しては、0.59％上げる必要がある。更に全国協会けんぽ保険料率である10％以上の保険料率

を設定している健康保険組合は306組合（22.5％）となっている。 

 当健康保険組合は、保険料率を本年は8.5％としており、全国平均を下回り、事業主と被保険者の負担を緩

和できている状況と言える。 

一方、介護保険料については、令和4年度予算の平均介護保険料率は、対前年度比0.02ポイント増の1.78%

となり、当健康保険組合は2.0％と平均保険料率を上回っている状況である。 

介護保険料率を引き上げた組合は全体の 17.2%（集計対象 1,355 組合うち、233 組合）を占め、健康保険組

合全体の 5割以上を占める組合（730 組合）が設定料率 1.8%以上となっている。 

  

２．ライオン健康保険組合の全般的な状況 

 前期高齢者支援金は大幅ダウン、後期高齢者納付金は若干のアップ 保険給付費は医療控えの揺り戻し
が起こり、前年比１１０.７％と大幅にアップ 
厳しい財政状況の中、当健保組合では、令和３年度は一般勘定については前期高齢者納付金が大幅に減少し

３８９,３７３千円（前年６１９,３０６千円）と減少、後期高齢者支援金は７３３,２００千円（前年７２９,

０５２千円）と上昇傾向となった。 

医療控えの揺り戻しが起こり、保険給付費は前年比１１０.７％となったが、全体では被保険者の増加、平

均標準報酬月額の増額による保険料収入は増額となり、実質の収支は４７０百万円の黒字となった。  

   

介護勘定財政は保険料増率で財政を維持 今後も予断を許さぬ状況 
一方、介護納付金については、平成３１年度から納付金の決定方式が完全総報酬制となり、介護納付

金額の増加を余儀なくされることから、昨年に続いて本年度は保険料率を１８/１０００⇒２０/１００

０に変更し対応した。その為介護勘定の収支は３２.４百万円の黒字、準備金残高は１６９百万円となり、

介護勘定はなんとか安定路線を維持することができた。しかしながら、健保連の予測値からも、今後の

介護納付金の更なる上昇は免れない状況であり、厳しい状況が続くと予想される。 
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２．ライオン健保組合の令和３年度財政状況 

◆一般勘定 

 〇被保険者数、標準報酬月額 

被保険者数は一旦増加。 標準報酬月額は業績の安定により増加 
・被保険者数は、生産部門の臨時雇用者の増加により4,713となり、前年から34名増加 

・被扶養者は3,619名となり、前年から122名減少 

・平均標準報酬月額は、事業体の給与が安定し、412,766円となり、前年から2,713円の増加 

 

〇収支の状況 

 単年度実績は4.7億円の黒字  別途積立金へ保管 令和4年度は保険料率を増率 
   当健保の財政の推移は、平成 22 年度までは別途積立金を取崩して、一般保険料率を抑えてきたが、高

齢者拠出金の負担増が継続する傾向となり、数年に渡って保険料率をアップしてきた。（平成 23 年度

＋8％（67‰⇒75‰）、25 年度＋5‰（75‰⇒80‰）、26 年度＋10‰（80‰⇒90‰）、27 年度＋5‰（90‰

⇒95‰） 

このような保険料ｱｯﾌﾟや、これまでの業績を反映して標準報酬月額ならびに標準賞与額が増加してき

た事により、財政基盤は堅固なものとなっている。 

・令和 3 年度の実績は 470.9 百万円の黒字（繰入金なし） 

・別途積立金は35.2 億円（支出の約1.36年分） 

令和 4 年度は現在の財政状況にかなりのゆとりがある事や、前期高齢者納付金の安定状況から、別

途積立金残高を鑑み保険料率を 90/1000⇒85/1000 にて減率 
  
被保険者数の増加、平均標準報酬月額が増加に転じ、保険料収入が増加に転じる。 
令和2年、令和3年と連続して下降を続けていた一人当たりの平均標準報酬月額は、前年＋2,713円となっ

た。事業体の業績の安定化による、給与、賞与額の上昇による。結果保険料収入は前年比102.2％と増加 

 
 新型コロナウィルス感染症予防の医療控えが一段落。レセプト枚数も戻りつつあり。 
  医療控えによる、保険給付費が下げ止まり、保険給付費（法定給付、付加給付）が被保険者・被扶養

者とも大幅増加に転じた。（一人当たりの保険給付費前年比109.9％）  

 
高齢者医療制度への拠出金は、前期高齢者納付金が大幅ダウン、後期高齢者支援金は微増 
 当健保の前期高齢者の医療費が減少し、前期高齢者納付金が大幅ダウン 

 データヘルス計画減算中位に該当し、後期高齢者支援金は微増で留まる 

 

〇保有財産 

 財産は余裕のある状態 法定準備金と別途積立金で13.6 か月分を維持 
令和３年度末残高 

法定準備金残高     500百万円 （保有率 192.81％） 

別途積立金残高    3,524百万円 （月間支出16.3か月分 前年13.6ヶ月分） 

  

◆介護勘定 

 〇被保険者数と標準報酬月額 

  被保険者数は減少 標準報酬月額はアップ 

・被保険者数は、3,961名となり、前年から52名減少 

・被扶養者数は、2,910名となり、前年から67名減少 

・標準報酬月額は、27年度以降増加傾向から減少に転じ、455,715円となり、前年から254円の減少 

 

〇収支の状況 

介護財政の逼迫により、介護納付金は増加  介護保険料据置で対応（18/1000） 
  ・介護納付金は20.5百万円の増額（前年比105.5％） 

  ・令和3年度の介護保険料率の増率により、単年度収支は32.4百万円の黒字 

   健保連の試算を鑑み、令和4年度は18/1000⇒20/1000 に増率 

〇保有財産 

準備金残高は改善 法定残高を維持  
・令和3年度末 準備金残高の見通しは169百万円（前年対比32.4百万円増加） 

健保連のシミュレーションを考慮すると、今後の介護納付金は増加傾向であり、令和3年度の介護保険料率
を18/1000で据え置き（令和4年度は20/1000 の可能性大） 
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Ⅱ．令和３年度 事業運営方針と実績について 

1．令和３年度の事業運営の基本的考え方 

 (1)公法人としての自覚と責任を踏まえた公正･適正･円滑な事業運営 

  ①事業主､被保険者との相互理解と協調による円滑で迅速な事業運営 

  ②財政健全化に向け､一層の経費節減と費用対効果を踏まえた効果的な事業運営 

  ③事業体の働き方改革、政府デジタル化・マイナポータルへの対応を念頭に入れた運営 

 (2)保健事業実施に当たっては｢健康増進法｣｢健康日本 21 計画｣｢保健事業等指針｣及び｢健康診査等指針｣「高

齢者の医療の確保に関する法律」の趣旨に基づき、健康増進推進事業者として事業主の協力も得ながら 1

次予防を主眼に被保険者等の健康保持・増進が図れる施策、医療費抑制に繋がる施策を優先的に取り上げ

る。 中でも被保険者、被扶養者の特定保健指導については積極的に取り組む。また、デンタルリテラシ

ーの向上を図る為、各種施策を粘り強く発信する。 

2．事業運営方針と行った施策について 

 《平成3年度実績》 

  被保険者の健康増進、医療費の低減、福利に貢献する為、恙無い給付等の手続きをもって健康で安全に安

心して仕事や生活ができる環境を整えること、また、有効な保健事業を推進して、被保険者、被扶養者の

健康に対するリテラシーの向上を目標として活動を行った。 

① 健康保険法、組合規約に則った、安定した給付活動 

② ｢データヘルス計画｣に基づく、特定健診(生活習慣病健診)、被保険者への特定保健指導を、管理栄

養士（派遣スタッフ）を活用して健康保険組合自らが実施し、事業体健康サポート室との契約を見

直し、積極的支援の一部と動機付け支援を委託する体制に変更した。 

③医療費適正化に向けてのジェネリック医薬品への転換推進。 

外部業者に委託して、ジェネリック医薬品への転換を奨める案内を郵送。 

③ 被扶養者の認定作業の軽減し 

ホームページの改定を行い、チャート式を採用し、被保険者の手続きの明確化を図った。 

④ 健康診断時のガン健診の実施 

乳がん検診（30 歳以上）マンモグラフィー、エコーによる検診（40 歳以上）を実施 

⑤ 健康づくり対策 

35 歳セミナー：新型コロナウィルス感染症予防対策により中止。 

50 歳セミナー：新型コロナウィルス感染症予防対策により集合研修ができない為、講義動画を作成

して、対象者視聴型に変更。 視聴完了者には、カタログギフト進呈 

⑥ 身近な健康保険組合を目指して 

新入社員を対象とした健保組合・健康保険制度説明の実施 

    事業体の教育コンテンツコーナーでの健康保険制度の説明動画の配信 

Ⅲ．令和４年度に向けての重点課題 

  １．特定保健指導の強化 

    新型コロナウィルスへの対応で遅れている健康診断の実施と、特定保健指導の徹底を図る。 採用管理栄

養士による、積極的支援者へアプローチをダイレクトに行い、生活習慣病予防の徹底を図る。  

    家族健診を例年受診しない対象被扶養者の特徴を割り出し、対策を打つことで、家族健診受診率の向上を

図ると同時に、被扶養者の特定保健指導受診ルートの複数化を図り、被扶養者の特定保健指導完了数を増

加させ、全体の特定保健指導実施率のアップを図る。 

  ２．歯科検診実施方法の見直し 

    令和３年度は、新型コロナウィルス感染対策の影響で、ライオン歯科衛生研究所による歯科検診が延期、 

中止が複数箇所発生、また、受診不可能な被保険者の存在が浮き彫りになった。 

    感染予防下における、歯科検診のやり方や、勤務の特性上歯科健診が行えていない被保険者の歯科健診

実施方法を検討せざるを得ない。 

    ハイリスク者の歯科医院の受診勧奨の仕組み作り、歯間清掃用具の高頻度使用化への仕掛け（歯間清掃

用具配布企画）を行い、口腔ケア習慣の改善を促し、歯科医療費の削減へ繋げる。 

  ３．データヘルス計画の継続取り組みと、健康経営指標への貢献 

    データヘルス計画の推進体制を再構築し、みずほ R＆T 社のコンサルの元、健康経営指標（ﾎﾜｲﾄ 500）維

持体制とのコラボを図り、データヘルス計画の高得点化を目指す。 

  ４．ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）対応の為、事業体のＧＥＮＫＩナビとの関係性を整理し、

独自のシステム導入（法研製）を本格検討する。 

    申請書の電子化 キャンペーン応募の電子化 医療費通知の電子化 等 
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  決 算 概 要   

《一般勘定》 

一般勘定における決算は、総収入 30 億 6,426 万円、総支出 25 億 9392 万円で、4 億 7,034 万円の黒字（繰

入金なし）となりました。 

１．収入面 ⇒ 健康保険料率について 一般 85.0/1,000 へ減率。被保険者は 34 人増、平均標準報酬月

額は前年から 2,713 円増額になりました。 

２．支出面 ⇒ 高齢者への総拠出金は11億 2,259万円（保険料収入に占める割合約38.2％(前年 47.2％)

で、前年比 83.3%)となりました。内訳は前期高齢者納付金 3 億 8,937 万円(前年比

62.9％)、後期高齢者支援金 7億 3,320 万円(前年比 100.6％)となりました。 

        保険給付費は、コロナ禍前の水準に戻りつつあり、12 億 484 万円（前年比 110.7％）と

増加しました。 

《介護勘定》 

介護勘定における決算は、介護保険料率を 18.0/1,000 から令和 3年 3月に 20/1,000 とし、総収入金額は

4 億 2,316 万円、総支出金額は 3億 9,076 万円で、3,240 万円の黒字となりました。 

依然予断を許さない状況ではありますが、準備金に若干余裕が出てきた事により、令和 4年度の介護保険

料率は 20/1000 で据え置きと致しました。 

 

  令和 ３ 年 度 末 財 産 目 録   

 

収支決算の結果、令和３年度残金処分後の健康康保険組合の財産は次の通りとなりました。 

【一般勘定】 

種     別 令和３年度残金処分後（千円） 
 
 法 定 準 備 金  

別 途 積 立 金  

土    地  

建    物  

建  築  物  

器    具  

無 形 固 定 資 産  

 
 

500,000 

3,524,519 

    0 

    0 

    0 

595 

180 

180   
 4 , 0 2 5 , 2 9 4  

【介護勘定】 

種    別  

 

 

令和３年度残金処分後（千円） 

 準  備  金  1 6 9 , 2 9 1  
 
 合    計  

 

1 6 9 , 2 9 1  
 
 

３ ,６ １ ３   
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 令和３年度収入支出決算（一般勘定分）  

平均標準報酬月額 412,766 円 被扶養者数 3,619 人 

被保険者数 4,713 人 扶養率 0.78 人 

平均年齢 44.67 歳   

 

＜ 収 入 の 部 ＞  ＜ 支 出 の 部 ＞ 

科  目 実績値（千円）  科  目 実績値（千円） 

健 康 保 険 料 収 入  

国  庫  負  担  金  

利 子 収 入  

施 設 利 用 料  

特 定 健 診 ・ 保 健 指 導 補 助 金 

特 定 健 診 等 事 業 収 入 

そ の 他 雑 入  

2,942,244  

648 

5 

5,000 

821 

25,484 

2,093 

 事 務 費  

保 険 給 付 費  

拠 出 金  

保 健 事 業 費  

連 合 会 費  

雑 支 出  

57,353 

1,204,835 

1,122,597 

164,768 

994 

242 

 

小 計（経常収入） 2,976,337  小 計（経常支出） 2,550,789 

調 整 保 険 料 収 入 
高 齢 者 助 成 事 業 費 
財政調整事業交付金 
準 備 金 ・ 別 積 繰 入 
助 成 金 等 追 加 収 入 

43,325 
19,804 
23,475  

0 
1,320 

 
     
      
 

2138 
 
 

 

財 政 調 整 事 業 拠 出 金 

 

43,135 

収 入 合 計 3,064,261  支 出 合 計 2,593,924 

 

 令和３年度収入支出決算（介護勘定分）  

健保組合運営の基礎数値 （令和 3年 4月～令和4年 3月） 

平均標準報酬月額（介護保険料徴収対象者の平均） 455,715 円 

介護保険対象者数（介護保険料徴収対象者数） 3,961 人 

40 歳～65 歳未満の被保険者及び被扶養者 

（40 歳～65 歳未満の被保険者及び 40 歳未満の被保険者(但し 40 歳～65 歳未満

の被扶養者がいる方) 

2,910 人 

 

＜ 収 入 の 部 ＞  ＜ 支 出 の 部 ＞ 

科  目 実績値（千円）  科  目 実績値（千円） 

介 護 保 険 料 
繰  入  金 
国 庫 補 助 金 
そ の 他 雑 入 

 
 
 

423,159 
0 
0 
1 

 介 護 給 付 金 
介護保険料還付金 

 

390,760 
0 

収 入 合 計 423,160  支 出 合 計 390,760 
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 保 健 事 業 報 告  

１．保健指導宣伝事業  

健保ニュースの掲載、医療費のお知らせ等を配布し、保険給付への理解促進と医療費適正化への啓発活 

動を行いました。 

また、事業主と協同しデータヘルス計画の推進会議や、各事業所の健康管理事業推進委員会をオンライ

ンで開催し、保健指導の推進・情報交換を行いました。全国的に、春と秋の２回、ウォーキングキャンペ

ーンを開催し、約被保険者の約１１％の参加がありました。また、健康診断の結果で、生活習慣病項目の

数値が基準内であった被保険者にカタログギフトをプレゼントし、健康診断に対する関心と、自らの健康

に取り組む前向きな姿勢の喚起を行いました。 

２．疾病予防事業（含む 特定健診・特定保健指導） 

（1）特定健診・特定保健指導 

平成 20 年度に開始した生活習慣病の予防を目的とした特定健診・特定保健指導の実施率向上への取組み

を強化いたしました。 

特定健診は 40 歳以上 74 歳以下の被保険者及び被扶養者が対象となるため、昨年度と同様従来実施してい

たドック健診及び家族健診を通して行いました。被保険者に対しては法定項目以外を事業体の健康診断と

同時に実施し、一方、被扶養者及び任意継続被保険者（含む家族）に対しては外部機関（LSI メディエン

ス）への委託により行いました。また、婦人科健診の乳ガン検査では 35 歳以上のエコー検査とともに、40

歳以上では偶数年齢対象者に乳房Ｘ線（ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨｰ）検査を継続して行っています。 

特定保健指導については、健診データの階層化結果に基づき、令和３年度の被保険者に対する動機付け

支援を中心に実施しました。本年度も昨年度同様、外部委託（ベネフィットワン・ヘルスケア）に加えて、

当健康保険組合で直接管理栄養士を採用し指導しました。同時に、事業体の健康サポート室に一部委託し、

保健指導を行いました。また、被扶養者の保健指導は、オクタウェル社に委託し、初めて積極的に進めま

した。結果受診率は７６％と高水準を維持することができました。 

（2）ライオン健康づくりセミナー（LIS21:Lion life Innovation Seminar21） 

事業主と協同して、５０歳到達者に対して、生活習慣病予防を含めた５０歳からの健康課題や、キャリ

アやマネーの観点も含めた総合的なセミナーをオンラインで行いました。若年層へのセミナーについては、

要見直し、要検討となりました。 

（3）ライオン歯科予防プログラム（ALOHA：All Lion Oral Health Activity） 

歯科健診(ライオン歯科予防プログラム）は、新型コロナウィルス感染症の予防の為、中止を余儀なくさ

れた事業所が発生し、トータルで５６％と大幅に実施率が落ち込みました。 

また、歯間清掃用具使用キャンペーンを行いました。歯間ブラシとデンタルフロスを全被保険者約４６

００名に配布しました。 

３．家族検診の実施 

  被扶養者の健康へも配慮し、家族健診を推奨しており、令和３年度は１,３８８名の被扶養者に案内し、

１,０３５名（達成率 74.6 前年 73.1％）の方が受診されました。 

  令和３年度から、被扶養者の特定保健指導該当者に対して、案内を開始し、２名/２２名の方に始めて

保健指導をすることが出来ました。今後は、被扶養者の意識改革と、体制の整備、制度の徹底を行い、

被扶養者の特定保健指導の受診率の向上を目論みます。 
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適用・給付事業報告 

 

１．被扶養者認定基準の見直しについて 

 平成 31 年 4月より「日本国内に住所を有する被扶養者の認定事務について」の運用が開始され

たのを受け、国内居住要件、被保険者と被扶養者との身分関係、生計維持関係の確認方法や、被

扶養者の収入の計算方法について再徹底を致しました。 

ポイントとしては、「夫婦共同扶養（いわゆる共働き世帯）の場合の扶養者の要件」、「被扶養

者が自営業者の場合の年収の計算方法」、「１６歳以上の子供の認定方法」について見直し、徹

底を図りました。 

 

２．オンライン資格確認システムへの対応 

厚生労働省が進めている、オンライン資格確認システムへの対応を適宜行いました。 

 

３．健康保険各種手続きの電子化への対応 

在宅勤務が増える中、各種申請に関する電子化を、各事業体と共に進めています。 

 

４．検認作業の簡素化の為のホームページの改訂 

被保険者にとって分かりづらい、被扶養者の条件をチャート化し、ホームページに掲載し、被扶養者の

要件や、申請の必要書類を明確化いたしました。 
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ライオン健康保険組合からのお知らせ 

 

 

● ジェネリック医薬品への切替え検討のお願い  

■ 医療費適正化に向けた取組みとして、第 1回目の平成２３年８月からジェネリック医薬品への 

切替えメリットが大きいと見込まれる対象者へ、ジェネリック医薬品への切替え通知を発送して 

います。直近では令和３年２月～４月の実績で８２.７％の人のジェネリック医薬品への切替えが 

確認されました。 

 

【ライオン健康保険組合の取組み】 

＜目標＞医薬品全体に占めるジェネリック医薬品の全国平均割合は、令和３年度２～４月において８０.

４％（使用数量ベース）であり、厚生労働省の目標値は８０％です。ライオン健保組合でのジェネ

リック比率は約８２．７％で、全国平均を若干上回っています。今後は、国が定める新基準（ジェ

ネリック医薬品全体に占める目標割合８０％）に対し、当健保組合の現在の水準を維持し、更にア

ップさせる事が目標となります。 

＜考え方＞ 

・ ジェネリックは医療費節減（適正化）の一環として有効な手段とされています。 

 ・ 厚生労働省の考え方もジェネリック医薬品の使用促進を推奨していることから、継続して転換を推し 

進めて行きます。 

■■ジェネリック医薬品への切替え勧奨通知・案内、効果の測定、結果分析等の業務内容について委託先

である株式会社大正オーディット社と協力して、分かりやすい情報の提供をこれからも続けていきま

す。 令和２年度１０月に、健康保険証やお薬手帳に貼るジェネリックシールの配布を全被保険者に

行いました。 
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●関連規程の一部変更について 

〇令和３年度改訂を行った規程、改定内容のエッセンスは以下の通りとなります。 

届出日 内容 改訂箇所 改定内容 施行日 

2021/8/19 追加 
２４．個人情報保護管

理規程【別表２】 

利用目的として「８．オンライン資格確認等シス

テムの利用に係る利用目的」を追加。 
2021/9/1 

2021/8/19 新設 
健康管理事業推進委

員会規程 
健康管理事業推進委員会規程新設 2021/9/1 

2021/10/19 追加 
２４．個人情報保護管

理規程【別表２】 

第 4条に審査支払機関への情報提供を伴う事例

を追加 

第 8条に【組合の事務処理執行の為、他機関より

情報を受ける場合】を追加 

2021/10/25 
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ライオン健康保険組合からのお知らせ 

 

● 医療費削減及び医療提供体制の向上に関して 

① 日々健康に留意しましょう。 

厚生労働省の健康日本２１では、健康寿命の延伸が叫ばれており、寝たきりや介護されること

なく、いつまでも地域で元気で生活することを目指しています。 

ライオン健康保険組合も同じです。 

健康を害することは、自分自身も辛い思いをします。医療費が掛るだけではなく、重症化・

長期化すれば会社を休んだり、生活や将来の人生にも大きく影響します。 

心身ともに、健全であっての仕事です。健康第一ですので、常に健康に留意しましょう。 

昨今ライオン社員で問題になっているのは、「生活習慣病」とくに「肥満」です。 

新型コロナウィルス感染予防をきっかけに、在宅勤務をする被保険者、被扶養者が著しく増加

しています。その事により、運動不足による肥満や、メンタル不調を訴える被保険者が増加し

ています。日頃からの運動を行い、食生活（バランスの良い食事）にも気を配りましょう。 

 

② たばこは止めましょう！！ 

タバコは発ガン物質を含んでおり、あらゆる疾病の重症化の原因となります。 

当組合でも、喫煙者の医療費は、吸わない方に比べて高くなっています。 

社会全般も、禁煙を推奨する方向で推移していますし、健康の為にも、是非たばこをやめまし

ょう！ 

健康保険を使って、卒煙をする方法として、禁煙外来を利用することが可能です。約１～２万

円の費用で受診することが可能です。 

 

③ 健康管理・健康づくりを心掛けましょう 

生活習慣病は慢性化して治りにくく、長期の治療が必要になり、医療費も多くかかります。日

頃から、栄養・休養・運動のバランスのとれた生活を送り、健康づくりを心掛けましょう。 

   特に在宅勤務が主流になりつつある昨今では、家に籠りっきりで、ほとんど歩かない日もある

様です。 通勤が無い分、意識的に運動をするように心がけましょう。 

   健康保険組合では定期的にウォーキングキャンペーンを実施しています。キャンペーンを活用

して、運動習慣を身に付けましょう。 

 

④ 定期的に健診を必ず受けましょう 

   ガンや肝臓の疾病、糖尿病の様に、自覚症状がないまま進行する病気もあります。思い込みは

禁物です。病気の早期発見・治療には健診がなにより。結果を心配するよりまずは必ず受診し

ましょう。 

 

⑤ 歯科医院で定期的に口腔内をチェックしましょう。 

歯や口腔機能の衰えは見落としがちです。歯も体の一部ですので、虫歯や歯周病も立派な病気

です。ライオン健康保険組合では、歯科関連で１億円を超える医療費が掛かっています。 

口腔機能の衰えは、後に低栄養や誤嚥性肺炎を引き起こす原因にもなります。 

掛かりつけの歯科医院を見つけ、定期的にメンテナンスをすることをお勧めいたします。 

特にライオングループの被保険者は、歯間清掃用具の使用率があまり良くない傾向にあります。 

 

⑥ 重症化しないように保健指導（積極的支援・動機付け支援）を必ず受けましょう。 

   支援の対象者は【生活習慣病発症の危険性が高い方】になります。自覚症状が現れた 

   ときには既に遅く、脳卒中、糖尿病、心筋梗塞等の1歩手前まで重症化している場合も増えて

います。 
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   『まだ、大丈夫だろう』などと甘く見ず、危険因子を取り除く機会と考えて是非取り組んでく

ださい。 

   令和３年度より、被扶養者の特定保健指も本格化しています。被保険者自らの健康だけではな

く、ご家族の健康にも気を配りましょう。被扶養者の特定保健指導を辞退される方が若干名い

らっしゃいますので、必ず受診する様にお願いします。受診しない場合はお医者様にきちんと

掛かりましょう。 

 

⑦ ジェネリック医薬品への転換にご協力ください。 

ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、これまで薬効や安全性が実証されてきた先発 

医薬品と同等と厚生労働省が認めた低価格な医薬品です。ジェネリック医薬品を選択すること

により、薬代の負担が軽減できるだけでなく、国の医療費の節減、医療保険財政の改善にもつ 

ながります。 2020年 10月にジェネリックシールを被保険者宛に郵送しておりますので、

ご活用ください。 
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●【健康保険組合の新議員のご紹介】 

健保組合の議員のうち、下記の網掛けの方が新しく議員になられましたので、お知らせ致します。

（議員の任期は 3年間です） 

ライオン健康保険組合議員名簿 （任期：令和 2 年 7 月 15 日～令和 5 年 7月 14 日） 

                                                     令和４年 ８月 １日 現在 

  選定議員：９名（うち、理事４名 監事１名） 互選議員：９名（うち、理事４名 監事１名） 

氏 名 

（選挙区） 
組合役 職 所属事業所 

氏 名 

（選挙区） 
組合役 職 所属事業所 

小林 健二郎 理  事  長 ﾗｲｵﾝ㈱ 本社 長嶋 慎一 理   事 
ﾗｲｵﾝ㈱ 研究所 

平井戦略統括部 

谷川  純 常務理 事 ﾗｲｵﾝ健康保険組合 田中 裕司 理   事 
ﾗ ｲ ｵ ﾝ ㈱      

小田原工場 

小池 陽子 理   事 
ﾗ ｲ ｵ ﾝ㈱ 

人材開発センター 
田中  修 理   事 

ﾗ ｲ ｵ ﾝ ㈱ 

千 葉 工 場 

竹生 昭彦 理   事 
ﾗ ｲ ｵ ﾝ ㈱ 

経 理 部 
平山 大喜 理   事 

ﾗ ｲ ｵ ﾝ ㈱ 

労 働 組 合 

鈴木 正史 監   事 
ﾗ ｲ ｵ ﾝ ㈱ 

監 査 室 
西沼 勇二 監   事 

ﾗ ｲ ｵ ﾝ ㈱ 

経理部 

大林 芳文 
（事務検査委員） 

 議    員 
ﾗｲｵﾝ商事㈱    川名  潤 

（事務検査委員） 

議    員 

ﾗ ｲ ｵ ﾝ㈱ 

人材開発センター 

荒谷 浩幸 議   員 
ﾗ ｲ ｵ ﾝ ㈱  

大阪ｵﾌｨｽ 
高橋 竜也 議   員 

ﾗ ｲ ｵ ﾝ ㈱     

大 阪 工 場 

猪塚  隆 議   員 
ﾗ ｲ ｵ ﾝ ㈱ 

経営企画部 
菅原  亨 議   員 ﾗｲｵﾝｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱ 

藤本  潤 議   員 
ﾗｲｵﾝ･ｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨ･ 

ｹﾐｶﾙｽﾞ㈱ 
小山  隆 議   員 ﾗｲｵﾝﾊｲｼﾞｰﾝ㈱ 

 

       

● 【事務局メンバー】 

令和４年８月現在の健保組合の事務局は下記の５名です。宜しくお願い致します。 

常務理事兼事務長  : 谷川  純 

書     記  ：宇津木克也 

書     記  ：須田 吉一 

書     記  ：野村ゆり子 

管理栄養士  ：大坪 沙織 

             

 

 

ライオン健康保険組合  03-3621-6171 

 

 

新 任 者  


